
十
二
天
受
茶
羅
に
関
す
る
若
干
の
考
察

は
じ
め
に
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数
多
い
別
尊
受
茶
羅
の
中
に
は
、
不
動
明
王
を
中
尊
と
し
て
構
成

さ
れ
た
も
の
も
幾
つ
か
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
四
管
不
動

明
王
を
中
尊
と
し
、
そ
の
周
囲
に
伊
舎
那
天
・
帝
釈
天
・
火
天
・
関

魔
天
・
同
維
利
天
・
水
天
・
風
天
・
毘
沙
門
天
・
党
天
・
地
天
・
日

天
・
月
天
の
十
二
天
を
配
し
た
も
の
を
一
般
に
十
二
天
国
交
茶
羅
と
称

し
て
い
る
。

現
存
の
作
例
と
し
て
は
、
下
関
国
分
寺
の
も
の
が
唯
一
の
彩
色
古

本
(
図
I
)

と
し
て
著
名
で
あ
り
、
ま
た
『
目
史
茶
羅
集
』
収
載
の
白
描

図
像
(
図
2
)

も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
も
の
は
十
二

出
T
、v
'
1

松

健

次

郎

茶
羅
の
数
少
な
い
作
例
と
し
て
貴
重
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
日
本

に
お
け
る
不
動
明
王
信
仰
や
十
二
天
像
の
展
開
の
一
側
面
と
し
て
も

重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
特
に
国
分
寺
本
は
、
中
尊

の
四
管
不
動
明
王
及
び
日
月
を
除
い
た
十
天
が
い
な
つ
れ
も
大
姉
御
筆

様
或
い
は
大
師
御
本
の
伝
承
を
持
つ
図
像
と
一
致
す
る
た
め
、
図
像

の
継
承
や
展
開
の
面
か
ら
従
来
よ
り
注
目
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ

る。
し
か
し
、
不
動
明
王
を
中
尊
と
し
な
が
ら
十
二
天
受
茶
羅
と
称
さ

れ
る
な
ど
、
十
二
天
間
同
九
千
余
羅
そ
の
も
の
の
成
立
や
受
容
の
さ
れ
方
に

関
す
る
根
本
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
か
唆
味
な
把
握
に
留

ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
、
未
だ
不
十
分
な
点
は
あ
る
が
十
二
天
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こ
こ
で
は
先
ず
両
密
に
お
け
る
十
二
天
曼
荼
羅
の
使
用
の
状
況
に
つ

い
て
確
認
を
し
て
お
き
た
い
。

東
密
に
お
い
て
は
、
不
動
安
鎮
法
の
本
腺
と
し
て
十
二
天
曼
荼
羅

を
用
い
た
こ
と
が
『
伝
授
集
』
、
『
澤
紗
』
、
『
秘
紗
』
等
の
記
述
か
ら

窺
え
る

(
1
)
。
そ
れ
ぞ
れ
本
尊
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
。
（
以
下
、
／
は
改
行
を
示
す
。
）

「
以
四
腎
不
動
為
本
尊
書
廻
十
二
天
」
（
『
伝
授
集
』
）

「
腺
像
中
央
本
雌
四
醤
／
廻
十
二
天
也
」
（
『
澤
紗
』
）

「
本
腺
懸
十
二
天
萬
荼
羅
中
央
四
醤
不
／
動
廻
十
二
天
」

(
9

秘
紗
』
）

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、

『
伝
授
集
』
や
『
澤
紗
』
で
は
あ
く
ま

で
も
本
尊
を
四
腎
不
動
と
記
載
す
る
の
に
対
し
、
『
秘
紗
』
で
は
「
十

二
天
萬
荼
羅
」
の
名
称
を
挙
げ
、
そ
の
後
に
割
注
と
し
て
詳
し
く
述

べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『
秘
紗
』
の
記
載
は
、
東
密
に
お
け
る
十

東
密
に
お
け
る
十
二
天
曼
荼
羅

曼
荼
羅
に
つ
い
て
の
認
識
を
現
存
作
例
や
文
献
中
の
記
述
を
通
し
て

整
理
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
、
そ
れ
に
よ
り
国
分
寺
本
延
い
て
は
十

二
天
像
や
不
動
明
王
を
中
尊
と
し
た
曼
荼
羅
へ
の
問
題
を
提
示
し
今

後
の
研
究
の
資
と
な
る
よ
う
に
し
た
い
。

二
天
曼
荼
羅
と
い
う
名
称
の
お
そ
ら
く
最
初
の
用
例
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
、
安
鎮
法
の
本
尊
で
あ
っ
て
も
安
鎮
曼
荼
羅
と
せ
ず
十
二
天
曼

荼
羅
と
す
る
点
や
、
ま
た
同
じ
守
覚
の
手
に
な
る
『
澤
紗
』
と
『
秘

紗
』
と
で
そ
の
記
述
の
仕
方
に
違
い
が
見
ら
れ
る
と
い
う
点
は
問
題

と
な
る
所
で
あ
ろ
う
。
こ
の
名
称
に
つ
い
て
の
問
題
は
機
会
を
改
め

て
論
ず
る
こ
と
と
し
、
今
は
も
う
一
っ
本
尊
曼
荼
羅
の
制
作
の
方
法

に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
『
白
宝
□

抄
』
に
次
の

よ
う
に
だ
す

(
2
)
。

「

壇

場

荘

厳

事

口
云
。
本
尊
曼
荼
罹
絵
師
潔
斎
当
日
図
之
。
日
本
絹
一
幅

也
。
中
央
描
四
腎
不
動
無
彩
色
。
只
目
□

等
許
彩
色
之
也
。

次
院
十
二
天
之
種
字
書
之
。
在
位
如
裏
付
。
不
押
裏
。
（
後

略）」

こ
こ
か
ら
判
る
こ
と
は
東
密
（
小
野
流
）
に
お
い
て
は
不
動
安
鎮
法

の
本
尊
曼
荼
羅
は
、
中
尊
の
不
動
明
王
の
目
や
口
に
わ
ず
か
に
彩
色

を
施
し
た
だ
け
の
白
描
像
で
、
十
二
天
に
つ
い
て
は
種
字
を
も
っ
て

表
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
画
絹
が
一
幅
と
さ
れ
る

小
幅
の
簡
略
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
よ

こ
と
か
ら
推
測
し
て
、

゜
、つ
こ
の
よ
う
に
、
東
密
に
お
け
る
不
動
安
鎮
法
の
本
蒋
は
所
謂
十
二
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天
曼
荼
羅
で
は
あ
る
の
た
が
、

の
小
幅
本
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

と
は
で
き
な
い
が
、

安
鎖
怯
に
用
い
ら
れ
た
曼
荼
羅
も
、

色
の
大
幅
て
は
な
く
、

は
と
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ト
一
久
仇
払
は
喜
紗
間
い
合
』

れ
る
も
の
で
あ
る
。

守
護
の
意
義
の
他
、

ヽ

(
3
)
 

あ
る
(
4

)
0

に
対
し
、

本
尊
」

宝
抄
』
）

る
。
実
際
、

嘉
見
禅
紗
』

『
行
林
紗
Eo

（
『
白
宝

□

抄』）、

使
用
は
確
認
で
き
ず
、

『白
宝
口
抄』

に
あ
る

よ
う
に
白
描

す
べ
て
に
及
ん
で
断
定
す
る
こ

に
配
位
の
み
載
せ
る
久
安
二
年
の

国
分
寺
本
に
見
る
よ
う
な
濃
彩

あ
る
い
は
今
確
認
し
た
よ
う
な
白
描
柿
字
曼

荼
羅
で
あ
っ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

で
は
十
二
天
棋
法
の
本
尊

｀
ー

・
；
ー
少

ゃ
；
に
1

玉
じ
中
』

大
法
を
修
す
る
に
際
し
て
修
出
成
就
の
た
め
‘

に
は
そ
う
し
た
修
法
助
成
や
道
場

除
火
増
益
の
意
敦
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
か

原
則
と
し
て
は
単
独
て
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で

各
口
伝
祖
に
は
道
場
観
及
び
壇
図
は
必
す
掲
け
、

に
つ
い
て
は
幾
つ
か
の
説
を
た
し
て
疑
問
を
述
べ
る
も
の
も
あ
る
の

本
尊
曼
荼
羅
に
つ
い
て
は
牡
に
項
を
設
け
ず
、

「
此
法
ニハ
別
不
懸
木
尊
ッ

と
す
る
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

に
見
る
よ
う
に
、

即
去
大
法
と
共
に
行
わ

（
後
略
）
」

壇
図

「
不
懸
別
（『白

東
密
の
十
二
天
供
法
で

は
十
二
天
曼
荼
羅
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

十
二
天
壇
を
設
け
る
大
法
の
記
緑
な
ど
に
も
曼
荼
羅
の

専
ら
十
二
天
壇
の
供
養
が
中
心
と
な
っ
て
い

台
密
に
お
け
る
十
二
天
曼
荼
羅

た
こ
と
が
窺
え
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
東
密
に
お
け
る
十
二
天
曼
荼
羅
は、

庄
の
本
尊
と
し
て
は
用
い
れ
ら
れ
た
が
、

不
動
安
鎮

十
二
天
供
法
の
本
尊
と
し

し一

れ

て
は
お
そ
ら
く
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
更

に
安
鎖
曼
荼
羅
と
し
て
訓
作
さ
れ
る
場
合
は
請
酎
経
曼
荼
羅
の
如

v
‘
行
法
当
日
に
描
く
小
幅
の
白
描
種
字
曼
荼
羅
て
あ
っ
た
。

ら
の
観
点
よ
り
す
れ
ば
、

金
ま
て
用
い
た
製
竹
方
法
は
特
異
な
様
に
思
わ
れ
る
。

つ
い
て
は
、

こ、。
t
し‘ゞヵ

岳
水才

台
密
て
の
安
鎖
曼
荼
羅
か
示
唆
的
で
あ
る
の
で
、

台
密
に
お
け
る
十

二
天
曼
荼
羅
及
ひ
安
鎮
曼
荼
羅
に
つ
い
て
見
て
み

台
密
に
お
い
て
安
鎮
払
は
四
箇
大
法
の
一

要
な
も
の
で
あ
る
。
今
、

『
阿
娑
縛
抄
』

及
び

田
分
寺
本
の

三
幅

一
鋪
と
い
う
規
模
や
切

こ
の
こ
と
に
次
に

つ
に
数
え
ら
れ
る
程
璽

実
際
の
修
法
で
用
い
ら
れ
た
曼
荼
羅
の
図

に
収
め
ら
れ
た
修
怯
日
記
の

『
門
菓
記
』

記
事
よ
り
知
ら
れ
る

(3
)
。
表
一
は
そ
れ
ら
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
台
密
の
安
鎮
法
で
は
中
台
に
金
色
二
腎
不
動
明

王
、
次
院
に
紺
冑
色
四
胄
不
動
明
王
八
体
、
外
院
に
八
方
天
を
廻
ら
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す
と
い
う
構
成
の
曼
荼
羅
を
主
流
と
し
、
そ
の
他
中
尊
を
四
腎
不
動

明
王
と
し
て
周
囲
に
八
方
天
を
配
す
る
も
の
、
内
院
に
置
か
れ
た
大

八
輻
輪
の
中
心
に
金
色
二
腎
不
動
明
王
、
輻
間
に
紺
青
色
四
腎
不
動

明
王
を
配
し
、
外
院
に
八
方
天
を
配
す
る
も
の
な
ど
が
用
い
ら
れ
た

こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
内
の
代
表
的
構
成
と
思
わ
れ
る
も
の

が
「
安
鎮
法
日
記
集
」
長
治
元
年
十
二
月
三
日
の
記
録
の
裏
書
に
「
三

昧
御
説
」
．
「
大
原
御
説
」

・
「
円
融
房
御
説
」
の
三
説
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る

(
6
)
。
「
三
味
御
説
」
は
中
台
に
「
金
色
二
腎
不
動
尊
」
、

第
二
重
に
「
紺
青
色
四
腎
不
動
八
体
」
を
廻
ら
し
、
そ
の
各
々
が
磐

石
上
の
輪
に
坐
す
と
い
う
も
の
で
、
外
院
に
は
八
方
天
を
配
し
て
三

重
院
構
成
を
と
る
。
「
大
原
御
説
」
は
中
台
に
「
紺
青
色
四
腎
不
動
」
、

外
院
に
八
方
天
を
配
し
た
二
重
院
構
成
、
「
円
融
房
御
説
」
は
「
中

台
金
色
四
臀
不
動
」
、
二
重
に
「
青
色
四
臀
不
動
L

、
外
院
に
八
方
天

を
配
し
た
三
重
院
構
成
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
ら
を
曼
荼
羅
の
構
成
に
着
目
し
て
分
煩
す
る
と
、

に
な
る
。

三
院
構
成
の
も
の

天
喜
四
年

十
六
件

(
1
0五
六
）

承
保
三
年

(
1
0七
六
）

長
治
元

(1
1
0
四
）
三

・
ニ
九

次
の
よ
う

文
治
四
年
(
-―

八
八
）

建
久
二
年
(
-
―
九
一
）

建
仁
二
年
(
―
二

0
二）

長
治
元
年

天
治
三
年

保
延
六
年

康
治
二
年

応
保
二
年

そ
の
う
ち

（
中
腺
の
四
腎
不
動
と
外
院
の
八
方
天
）

康
平
三
年

承
暦
三
年

康
和
二
年

長
和
四
年

延
久
三
年

十
ニ

・
三

(
-
―
二
六
）

（
―
-
四

0
)

（
―
-
四
三
）

(
-
―
六
二
）

(
1
0六
0
)

(
1
0七
九
）

(

―

1
0
0
)
 

（
内
院
に
中
尊
二
腎
不
動
と
八
体
の
四
臀
不
動
）

(
10
一五）

（
大
八
輻
輪
を
中
心
に
置
く
）

(
1
0七
一
）

こ
れ
ら
を
時
代
こ
と
に
通
覧
す
る
と
、

二
院
構
成
の
も
の
九
件

元
久
元
年
（
―
二

0
四）

元
久
二
年
（
―
二

0
五）

承
元
三
年
(
―
二

0
九）

建
暦
三
年
(
―

ニ

ニニ）

建
保
二
年
(
―
ニ
―
四
）

延
久
二
年

嘉
保
二
年

永
保
三
年

(
1
0七
0
)

(
-
0九
五
）

(
1
0八
三
）

保
元
二
年
（
―
-
石
七
）

十
一
悦
紀
は
構
成
の
分
か

ら
な
い
も
の
も
含
め
た
全
十
二
件
の
内
二
院
型
が
八
件
、
三
院
型
が

二
件
。
十
二
世
紀
は
全
十
二
件
の
内
二
院
型
が
一
件
、
三
院
型
が
八

件
。
十
三
世
紀
は
全
十
四
件
の
内
二
院
型
が

0
件
、
三
院
型
が
五
件
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ま
た
座
、
王

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
二
院
型
は
ほ
と
ん
ど
十
一
世
紀
に
躾

中
し
て
い
る
事
、
三
院
翌
は
十
二
世
紀
に
集
中
し
て
い
る
事
が
わ
か

る
。
こ
れ
は
密
教
修
法
が
次
第
に
多
壇
化
複
雑
化
し
て
い
く
過
行
に

対
応
し
て
お
り
、
時
代
の
趣
向
に
合
わ
せ
て
曼
荼
羅
の
構
成
も
変
化

し
て
い
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

曼
荼
羅
の
構
成
の
他
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
曼
荼
羅
図
の
規
模
や

描
か
れ
た
八
方
天
の
図
像
、
制
作
に
携
わ
っ
た
絵
帥
、
及
び
そ
の
過

程
に
関
し
て
の
記
事
で
あ
る

(
7
)
。
規
模
に
つ
い
て
は
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
「
三
幅
」
と
す
る
こ
と
よ
り
大
幅
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
(

8
)
0

そ
し
て
制
作
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
「
安
鎮
法
日
記
集
」
延
久
三

年
の
「
仏
師
教
禅
法
橋
」
、
嘉
保
二
年
の
「
仏
師
丹
後
講
師
明
舜
」
、

ま
た

『門
葉
記
』
建
仁
二
年
の
「
仏
師
法
橋
勝
雅
」
な
ど
絵
師
の
名

を
挙
げ
る
記
事
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
制
作
す
べ
き
曼
荼
羅
に
つ
い

て
指
図
や
手
本
と
な
る
図
様
を
事
前
に
仏
師
に
渡
し
、
さ
ら
に
そ
の

後
座
主
や
阿
闇
梨
が
出
来
た
も
の
を
検
分
す
る
と
い
う
翡
常
に
手
間

を
か
け
た
念
入
り
な
方
法
を
と
っ
て
い
る
(
9
)
0

こ
の
よ
う
に
台
密
の
安
鎮
法
の
本
尊
は
十
二
天
曼
荼
羅
で
は
な
い

が
、
獣
座
形
式
の
八
方
天
を
用
い
、
中
に
は
大
原
流
図
様
の
よ
う
に

四
腎
不
動
を
中
尊
と
し
て
周
囲
に
八
方
天
を
廻
ら
す
と
い
う
十
二
天

曼
荼
羅
に
近
い
構
成
の
も
の
も
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。

「
日
天

や
阿
闇
梨
が
指
図
を
渡
し
て
完
成
後
さ
ら
に
検
分
を
行
う
と
い
う
製

作
方
法
は
大
法
の
本
尊
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
、
東
密
の
即
日
に
描
く

白
描
小
幅
の
も
の
と
対
賠
を
な
し
て
お
り
興
味
深
い
。

一
方
十
二
天
法
に
つ
い
て
は
、

『行
林
紗
』
七
五

・
十
二
天
供
法

に
「
私
云
。
随
所
穏
使
懸
木
雌
曼
荼
羅
（
項
略
）
」
と
あ
り

(10)
、
ま

た
『
阿
裟
縛
抄
』
二
頁
二
十
・
普
賢
延
命
法
日
記
の
承
暦
四
年
（
一

0
八

0
)
の
項
に
は
「
（
前
略
）
十
二
天
壇
懸
十
二
天
曼
荼
羅
（
後

略
）
」
（
11
）
と
記
さ
れ
る
。
勿
論
、
全
て
の
大
法
立
て
の
記
録
に
見
ら

れ
る
訳
で
は
な
く
、
常
に
用
い
ら
れ
た
と
は
い
え
な
い
の
だ
が
、
こ

れ
ら
の
記
述
よ
り
台
密
に
お
け
る
十
二
天
曼
荼
羅
の
使
用
が
確
記
さ

れ
よ
う
。
さ
ら
に
、
『
阿
娑
縛
抄
』
中
の

「
十
二
天
曼
荼
羅
」
の
語

が
行
法
当
時
に
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
な
ら
、
前
出
の
『
秘

紗
』
に
先
立
つ
「
十
二
天
曼
荼
羅
」
の
名
称
の
用
例
と
し
て
注
目
さ

れ
る
。
更
に
、
『
阿
娑
縛
抄
』
に
続
く
用
例
と
し
て
『
行
林
紗
』
第

七
五
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る

(12)
。
そ
こ
で
は
曼
荼
羅
の
形
象
と
し

て

『金
剛
頂
堆
伽
護
麿
儀
軌
』
や
胎
蔵
界
中
の
図
像
を
引
用
し
、
風

天
・

伊
舎
那
天

・

日
天
•
月
天
の
四
天
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ

の
う
ち
日
月
二
天
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

図
云
。
肉
色
。
左
右
持
蓮
。
乗
五
馬
車
。

著
天
衣
。
馬
色
赤
。
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月
天 後

本
白
馬

或
十
二
天
曼
荼
羅
中
。
右
手
持
杖
。
杖
上
有
仰
月
。

輪
。
左
拳
押
腰
。
乗
八
馬
車
。
悴
前
有
小
天

月
上
日

図
云
。
白
肉
色
。
左
手
持
杖
。
上
安
仰
月
形
。
采
三
鳥

或
木
。
持
杖
之
上
有
半
月
形
。
左
手
屈
指
当
胸

或
十
二
天
曼
荼
靴
。
右
手
持
杖
。
杖
上
有
半
月
形
。
形
上
有

（
傍
点
箪
者
）

兎
。
左
拳
押
腰
ご

東
密
で
の
状
況
を
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
こ
に
い
う
「
十
二
天
曼
荼
靴
」

は
恐
ら
く
台
密
で
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
を
指
す
と
思
わ
れ
、
そ
れ

が
形
像
を
描
い
た
大
曼
荼
羅
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

こ
こ
ま
で
の
結
果
か
ら
、
十
二
天
曼
荼
羅
の
使
用
の
実
体
と
し
て
、

東
密
で
は
十
二
天
法
で
の
使
附
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
安
鎮
法
の

本
腺
と
し
て
の
使
用
が
、

一
方
台
密
で
は
十
"
-天
仇
法
の
本
帷
と
し

て
の
使
用
例
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
製
作
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
場

合
、
東
密
は
行
法
当
日
に
描
く
白
描
の
一
幅
本
で
あ
る
の
に
対
し
、

台
密
は
事
前
に
手
本
を
与
え
て
絵
師
に
抽
か
せ
た
彩
色
の
三
幅
本

で
、
阿
閤
梨
自
ら
検
分
し
過
失
の
あ
る
時
に
は
描
き
直
し
も
命
じ
る

と
い
う
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
こ
の
種
の
曼
荼
羅
に
対

す
る
両
密
の
態
度
の
違
い
が
明
確
に
出
て
お
り
、
十
二
天
曼
荼
羅
や
、

構
成
要
素
の
上
で
密
接
な
関
連
の
あ
る
安
鎮
曼
荼
羅
を
考
え
る
上
で

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

曼
荼
羅
の
使
用
状
況
の
概
略
が
掴
め
た
と
こ
ろ
で
、

的
な
構
成
と
図
像
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
よ
う
。

に
基
つ
い
て
構
成
さ
れ
る
。

菱
護
世
八
天
法
』

伽
設
摩
儀
軌
』

煩
中
の
記
述
よ
り
窺
わ
れ
る
。

そ
の
碁
本
的
構
成
は
四
胄
の
不
動
明
王
を
中
怜
と
し
て
内
院
に
配

し
、
外
院
四
方
に
毘
沙
門
天

（南）

、

ゴ
＼ユノ

憂
荼
羅
集
』
に
よ
れ
ば
十
二
天
曼
荼
羅
は
『
供
聾
渡
肌
八
天

iL』
—~i 
,
1
 

,
9
 

水
天

（
東
南
）
、

四
隅
に
梵
天
、

中
に
は
詐
か
に
し
な
い
の
で
、
主
に

を
典
拠
と
し
て
い
た
こ
と
が
各
口
伝
贔
や
図
偉
抄
本

（
西
）
、

羅
刹
天ぐ、、

コノ

也―．．
 

し
か
し
各
歯
ザ
の
形
像
に
つ
い
て
は

四
絣
（
西
南
）
、

日
天
、

挟
ん
で
そ
の
両
側
に
地
天
、

（
北
）
、

LJ
閻）

（
札
1
1風
天

ご
＼

、

1
ノ

コヽ

帝

釈

天

（
西
北
）
、

十
二
天
曼
荼
羅
の
構
成
と
図
像

『
金
剛
煩
塩

（
東
）
、

に
伊
舎
那
天

閻
閲
天

（
東
北
）
、
火

を
樅
く
も
の
で

あ
る
。
梵

・
地

・
日
・
月
の
四
天
の
樹
置
に
は
数
通
り
あ
り
、

が
附
か
れ
る
も
の
、

を
は
さ
ん
で
両
側
に
梵
天
と
日
天
或
い
は
地
天
が
置
か
れ
、

均
浣

帝
釈
天

水
天
を

或
い
は
月
天
が
置
か
れ
る
も
の
な
ど
が

つ
ぎ
に
具
体
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あ
る
。
諸
尊
の
こ
う
し
た
配
置
は
十
二
天
壇
の
壇
配
置
と
共
通
し
て

い
る
が
、
壇
図
、
曼
荼
羅
図
を
問
わ
ず
八
方
天
に
つ
い
て
は
そ
の
位

罹
は
i

定
し
て
い
る
の
で
（
但
し
流
派
の
違
い
な
ど
に
よ
っ
て
、
い

つ
れ
の
方
位
を
上
位
と
す
る
か
は
変
化
が
見
ら
れ
る
。
）

、
構
成
上
の

問
題
は
梵
地
日
月
の
四
天
の
配
置
と
な
る
。
今
、
そ
の
配
置
に
従
い
、

種
字
曼
荼
羅
も
含
め
た
現
存
例
を
便
宜
的
に
煩
別
す
る
と
表
二
の
よ

う
に
な
る
。

t

)

よ
.,' 

i

類
は
、
東
北
隅
に
梵
天
、
東
酌
隅
に
日
天
、
西
南
隅
に
月
天
、

西
北
隅
に
地
天
を
配
す
る
も
の
で
、
口
伝
紺
中
の
道
場
観
や
壇
図
て

は
こ
の
配
置
法
を
掲
け
る
例
か
多
い
。
内
側
の
梵
地
、
日
月
を
そ
れ

ぞ
れ
外
院
の
東
方
と
西
方
の
正
方
位
に
押
し
出
し
た
も
の
が
後
述
の

六
類
と
な
る
。
よ
っ
て
こ
れ
は
十
二
天
曼
荼
羅
の
配
置
法
の
な
か
で

最
も

一
般
的
な
配
位
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
『
帥
口
』
巻
四

・
十
二

天
似
次
第
に
掲
げ
る
図
に
は
「
金
剛
頂
経
文
L

と
し
て
い
る
か
、
『
白

宝
口
抄
』
は
同
し
配
置
の
も
の
を
「
勧
詰
軌
図
云
。
」
と
し
、
「
金
剛

頂
経
説
」
に
は
東
方
を
上
位
と
し
て
梵
天
を
東
南
、
日
天
を
西
南
、

月
天
を
西
北
、
地
天
東
北
に
配
す
る
図
を
た
す
。
ま
た
『
行
林
紗
』

巻
七
十
五
に
は
「
十
二
天
軌
云
」
と
し
て
配
位
図
を
載
せ
る
。

二
煩
は
梵
天
を
東
北
、
地
天
を
東
南
‘
月
天
を
西
南
、
日
天
を
西

北
に
配
す
る
も
の
で
、
『
白
宝
口
抄
』
「
金
剛
頂
経
説
」
と
し

だ
す
。三
類
は
東
方
上
位
と
し
、

月
じ
、

げ」

4
T

日
天
を
東
北
に
配
す
る
も
の
で
あ
る
。

四
煩
は
日
天

•

月
天
を
置
か
ず
、

の
で
あ
る
。

仁
』

『

ifi
A

ヒ＂

は
「
不
空
儀
軌
文
」

場
合
、

梵
天
を
東
南
、

巻
四

・
十
二
天
供
次
第
に
挙
け
る
配
位
図
に

3‘‘ 

と
記
し
て
い
る
カ

『
命
剛
頂
堆
伽
渡
靡
俵
軌
』

同
儀
軌
文
中
に
「
於
八
方
中
。
加
両
位
。
与
上
下
天
対
。
曜
東
宿
西
」

と
あ
る
の
と

・
文
し
、

-
fと

十
二
天
関
係
を
用
い
た
配
置
の
中
で
は
古
い

形
式
に
墓
づ
く
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

石
姐
は
い
つ
れ
も
東
方
上
位
と
し
、

天
を
四
、

月
天
を
北
に
配
す
る
。

天
法
上
に
は

南
月
天
北
也
。

（
後
略
）
」

違
い
が
あ
る
と
は
い
え
、

二
十
八
宿
）

地
天
を
西
南
、

七
曜

・
ニ
十
八
宿
を
配
す
る
も

「
不
空
低
帆
」

と
は
こ
の

を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

梵
天
を
東
、

『
白
宝
口
抄
』
巻
一
三
五

・
十
二

「
瑠
伽
護
磨
軌
不
安
角
居
正
方
。
梵
天
東
地
天
西
日
天

す
る
こ
と
に
お
い
て
共
通
し
た
構
成
を
見
せ
る
。

月
天
を

実
際
、

日
天
を
南
、
地

と
し
て
こ
の
図
を
出
し
て
い
る
。

先
の
四

姐
と
こ
の
百
類
は
北
方
を
上
位
と
す
る
か
東
方
を
上
位
と
す
る
か
の

梵
天
と
地
天
の
間
に
日
天

•

月
天
を
配
置

こ
れ
は

抄
』
に
あ
る
よ
う
に
梵
天
と
地
天
の
空
間
的
方
刷
性
と
、

運
行
す
る
天
文
現
象
の
代
表
と
し
て
の
日
天

•

月
天

『白
宝
口

そ
の
間
を

文
＼
ょ
ヒ
屈

(-g
し

i
:
I
I

の
性
格
を
最
も
効
果
的
に
活
か
し
た
配
置
法
で
あ
る
と
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い
え
る
。

五
類
ま
で
は
主
に
壇
配
置
で
あ
っ
た
が
、

置
と
な
る
。

基
本
的
配
置
は
五
類
ま
で
の
い
づ
れ
か
の
も
の
に
あ
た

は
ま
る
よ
う
で
あ
る
。

六
類

a
.
b
で
は
内
院
は
不
動
尊
の
み
と
し
、

院
に
罹
か
れ
る
。

が
見
ら
れ
る
。

な
り
、

水
天
を
挟
ん
で
地
天
が
上
、

は
日
天
が
水
天
の
上
、

構
成
は
国
分
寺
本
や

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、

『
曼
荼
羅
集
』

左
右
曜
宿
皆
随
転
」

の
で
あ
る
。

す
る
。

や

た
だ

a
と

b
と
で
は
地
天
と
日
天
の
位
置
に
異
動

a
で
は
帝
釈
天
を
挟
ん
で
梵
天
が
上
、

の
十
二
天
曼
荼
羅
に
載
せ
る
と
お
り
、

置
梵
天
地
天

地
天
が
帝
釈
天
の
下
に
な
っ
て
い
る
。

『
秘
紗
』
巻
一
三

・
安
鎮
法
に
載
せ
る
図
に
見

そ
の
典
拠
は
不
明
で
あ
る
。

と
す
る
或
復
於
龍
方

六
煩
は
曼
荼
羅
図
の
配

十
二
天
は
全
て
外

月
天
が
下
に
な
る
。

の
名
称
の
用
い
方
に
注
意
を
要
す
る
。

梵
地
相
対
置

『
供
養
護
世
八
天
法
』

四
明
王
を
内
院
に
配
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

『
四
家
紗
図
像
』
に
「
不
動
曼
荼
羅
」

日
天
が
下
に

一
方

b
で
a
の

b
の
構
成
は

「
於
帝
釈
天

日
天
月
天
位

の
構
成
に
基
づ
く
も

C
.
d
で
は
内
院
四
隅
に
日

・
月
・
梵

・
地
の
四
天
、

あ
る
い
は
降
三
世

・
軍
荼
利
・
金
剛
夜
叉
・
大
威
徳
の
四
明
王
を
配

『
覚
禅
紗
』

と
し
て
載
せ
て
お
り
、

そ

こ
こ
に
見
て
き
た
現
存
例
で
各
尊
の
具
体
的
な
像
容
に
つ
い
て
確

天
身
白
肉
色
。
右
手
執
月
形
左
拳
嘗
腰
或
二
手
各
持
赤
色
／
辿
花
。
左
右
相
向

乗
四
馬
上
或
乗
／
五
馬
／
背
後
有
倅
車
，
背
右
左
打
三
／
古
判
各
付
闘
住
El
輪
中
，
月

詑
で
き
る
も
の
は
国
分
寺
本
、
『
曼
荼
羅
集
』
収
載
図
像
、
『
四
家
紗

図
像
』
収
載
種
字
曼
荼
羅
、
『
曼
荼
羅
集
』
（
仁
和
寺
蔵
一
巻
本
）
収

載
種
字
曼
荼
罹
の
四
本
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
国
分
寺
本
と
『
四
家
紗

図
像
』
、
一
巻
本
『
曼
荼
羅
集
』
収
載
の
種
字
曼
荼
羅
は
鳥
獣
座
形

式
を
と
り
、
『
曼
荼
羅
集
』
収
載
の
白
描
図
像
は
毛
既
座
或
い
は
岩

座
に
坐
す
形
式
を
と
る
。

国
分
寺
本
に
つ
い
て
は
十
二
天
の
内
日
月
を
除
い
た
十
天
が
、
醍

醐
寺
の
『
十
天
形
像
』
中
の
図
像
に
一
致
す
る
こ
と
が
従
来
よ
り
指

摘
さ
れ
て
お
り
、
『
金
剛
頂
珀
伽
設
磨
儀
軌
』
の
所
説
と
も
一
致
す

る
の
で
そ
の
典
拠
は
明
確
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
ら
の
鳥
獣
座
形
式

の
八
方
天
は
東
密
台
密
を
問
わ
ず
道
場
観
と
し
て
伝
統
的
に
受
け
継

が
れ
て
い
た
も
の
て
あ
る
（
け
）
。
し
か
し
、
日
月
の
二
天
、
及
び
閻

閲

．
毘
沙
門
両
天
の
脊
属
等
に
つ
い
て
は
そ
の
典
拠
と
す
る
と
こ
ろ

不
明
で
、
国
分
寺
本
を
理
鮒
す
る
上
で
の
―
つ
の
問
題
で
あ
っ
た
。

日
月
二
天
に
つ
い
て
は
そ
の
図
像
の
存
在
を
裏
付
け
る

の
中
に
見
い
だ
せ
る
（
日
）
。
い
ま
該
当
部
だ
け

『
秘
紗
問
答
』

抄
出
す
る
。

こ
の
中
で
、

‘̀‘
 

記
述
力

「
日
天
身
赤
肉
色
。

二
手
持
蓮
華
或
右
手
捧
日
輪
／
左
手
安
腰
住
赤
雲
。
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乗
四
鷲
或
乗
五
馬
。
如

El
天
赤
。
如
El
天
有
絡
車
。
住
日
輪
中
。
或
持
月
翰
乗
七
裔
」

こ
こ
で
は
「
或
」
以
下
の
割
注
に
注
目
し
た
い
。
日
天
は
日
輪
の

中
に
右
手
に
日
輪
を
捧
げ
、
左
手
は
拳
に
し
て
腰
に
当
て
る
と
い
う

姿
勢
で
お
り
、
座
を
五
馬
と
し
、
そ
の
背
後
に
條
車
を
表
し
更
に
そ

の
左
右
に
瞳
を
付
け
た
三
鈷
鉾
を
立
て
る
と
い
う
。

i

方
月
天
は
、

両
手
に
そ
れ
そ
れ
亦
色
蓮
華
を
持
ち
、
日
天
の
如
く
幣
車
を
つ
け
た

五
馬
に
乗
り
、
同
じ
く
日
輪
中
に
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
に
摯
げ
ら
れ

た
両
天
の
形
像
を
国
分
封
本
の
そ
れ
（
図
3

凶
4
)

と
比
較
す
る
と
き
、

は
と
ん
と
同

一
と
い
っ
て
よ
い
程
i

政
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
月

天
の
記
述
中
に
あ
る
「
或
乗
五
馬
。
如
日
天
赤
」
と
い
う
一
文
は
月

天
の
乗
る
馬
の
身
色
に
つ
い
て
迩
べ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
て

あ
る
な
ら
ば
、
怜
車
を
含
め
た
形
像
の
み
て
な
く
、
馬
の
身
色
ま
で

も
日
天
と
同
じ
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
国
分
寺
本
の
月
天
の

馬
か
日
天
の
馬
と
形
像
と
身
色
を
同
様
に
表
現
に
す
る
こ
と
と
も
共

通
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
国
分
寺
木
と
同
種
の
図
像
を

も
っ
た
も
の
の
存
在
か
、
『
秘
紗
問
答
』
の
ま
と
め
ら
れ
た
十
i

i

一世

紀
末
期
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
同
本
の
理
解
に
―
つ
の
示
唆

を
与
え
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
他
、
『
四
家
紗
図
像
』
、
一
巻
本
『
曼
荼
羅
集
』
に
収
載
す
る
、

梵
地
日
月
を
内
院
の
四
隅
に
配
す
る
形
式
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
十

よ
う
。

二
天
の
図
像
を
そ
の
書
き
込
み
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
不
動
明
王
及
び

十
天
は
い
づ
れ
も
『
金
剛
頂
瑠
伽
護
摩
儀
軌
』
に
も
と
づ
く
形
像
を

示
し
、
『
十
天
形
像
』
や
国
分
寺
本
と
ほ
ぽ
一
致
す
る
。
た
だ
、
日

天
は
「
二
手
各
持
蓮
」
、
「
乗
四
馬
」
と
す
る
の
で
胎
蔵
界
中
の
日
天

に
近
い
図
像
を
用
い
、
月
天
は
「
左
手
作
拳
当
腰
右
手
持
月
形
」
と

あ
る
の
で
、
胎
蔵
界
中
の
月
曜
に
近
い
図
像
を
用
い
て
い
る
と
い
え

そ
し
て

上

記

の

国

分

寺

本

、

『

四

家

紗

図

像

』

と

一

巻

本

『

曼

荼

羅
集
』
に
収
載
の
種
字
曼
荼
羅
か
ら
判
断
す
る
と
、
十
二
天
曼
荼
羅

中
の
四
腎
不
動
明
王
及
び
十
天
の
図
像
と
し
て
、
『
十
天
形
像
』
に

描
か
れ
た
『
金
剛
頂
琺
伽
護
麿
儀
軌
』
所
説
の
図
像
が
広
く
採
用
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と

は
各
口
伝
書
や
図
像
抄
本
の
な
か
で
十
二
天
の
形
像
に
つ
い
て
述
べ

る
際
、
や
は
り
『
金
剛
頂
瑠
伽
護
歴
儀
軌
』
（
若
し
く
は
「
十
二
天

軌
」
）
の
説
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。

一
方
、
興
然
の
『
曼
荼
羅
集
』
に
挙
け
る
も
の
は
毛
既
座
形
式
を

示
す
こ
と
で
国
分
寺
本
な
ど
と
は
大
き
な
違
い
を
み
せ
て
い
る
。
ま

た
各
尊
像
は
一
見
現
図
胎
蔵
界
中
の
諸
尊
に
基
づ
い
て
い
る
よ
う
で

あ
る
か
、
こ
れ
も
微
妙
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。

立
っ
た
違
い
示
す
の
が
伊
舎
那
天
、
火
天
、

そ
の
中
で
も
特
に
目

風
天
で
あ
ろ
う
。
伊
舎
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の
と
い
う
観
点
か
ら
、

態
、
及
び
曼
荼
羅
の
構
成
と
図
像
に
つ
い
て
の
整
理
を
行
っ
た
。
そ

両
密
に
お
け
る
十
二
天
曼
荼
羅
の
使
用
の
実

本
稿
に
お
い
て
は
十
二
天
俊
展
開
の
一
側
面
と
し
て
意
義
あ
る
も

四

ま

と

め

那
天
は
象
頭
四
腎
と
す
る
が
、
こ
れ
は
典
然
の
『
図
像
集
』
に
「
大

自
在
天
法
則
軌
云
」
と
し
て
大
自
在
天
の
形
象
の
第
頭
に
挙
げ
る
も

の
と

一
致
す
る

（応
）
。
ま
た
火
天
は
右
手
を
施
無
畏
印
に
つ
く
っ
て

胸
に
当
て
、
左
手
に
宝
棒
を
持
つ

二
胄
像
に
、
風
天
は
甲
冑
を
着
阻

し
な
い
姿
と
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
典
拠
は
不
明
で
あ
る
。

鳥
獣
座
に
乗
ら
な
い
系
統
の
十
二
天
に
関
し
て
は
、
既
に
濱
田
隆

氏
が
京
都
国
立
博
物
館
本
、
『
伝
授
集
』
第
三
に
挙
げ
る
醍
醐
寺
東

院
仏
後
壁
の
十

二
天
、
日
野
法
界
寺
柱
絵
の
十
二
天
に
つ
い
て
詳
し

く
比
較
検
討
さ
れ
て
い
る
が

(16
)
、
そ
れ
ら
の
な
か
に
も
『
曼
荼
薙

集
』
に
見
る
図
像
を
用
い
た
十
二
天
の
組
み
合
わ
せ
は
見
ら
れ
な
い
。

た
だ
、
日
月
の
両
天
は
長
髪
を
後
ろ
で
ゆ
っ
た
り
と
束
ね
、
鰭
袖
の

つ
い
た
褐
磨
衣
を
着
た
天
女
形
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
あ
る
い
は

火
靴
図
等
に
あ
る
よ
う
な
宋
本
図
像
を
基
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

れ
ら
を
ま
と
め
る
と
、

し
て
、

が
、
十
二
天
供
法
で
の
使
用
は
不
明
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

台
密
で
は
十
二
天
供
法
で
用
い
る
こ
と
や
、

さ
れ
た
。

ヽ

当
日
と
い
う
作
法
が
窺
わ
れ
た
が
、

作
期
間
を
設
け
て
発
注
か
ら
検
分
ま
で
座
王
あ
る
い
は
阿
閤
梨
自
ら

が
立
ち
会
う
と
い
う
過
程
を
経
て
、

¥

4

ヽ

ヽ

か
せ
て
い
た
と
し
ぅ
ヵ

に
対
す
る
態
度
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
同
時
に
、

品
を
理
妍
す
る
上
で
も
示
唆
に
富
ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
。

構
成
に
関
し
て
は
数
種
煩
に
分
類
さ
れ
た
が
、

た
は

先
ず
使
用
の
実
体
と
製
作
に
関
わ
る
問
題
と

東
密
に
お
い
て
は
不
動
安
鎮
法
の
本
腺
と
し
て
用
い
て
い
た

ま
た
安
鎮
法
本
尊
の
製
作
に
あ
た
っ
て
は
東
密
で
は
行
法

画
絹
一
幅
に
中
雌
不
動
は
白
描
で
、

m
供
整
設
世
八
天
法
し

だ
す
儀
帆

（
抄
文
か
ら
察
す
る
と
現
存
の

異
な
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
）

た
。
図
像
面
で
は
国
分
寺
本
と
同
系
統
の
図
像
の
存
在
が
確
認
さ
れ
、

『
曼
荼
羅
集
』

収
載
の
白
描
図
像
の
特
殊
性
に
宋
本
図
像
を
基
に
し

て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
の
う
ち
、

一
方
の

実
際
の
使
用
例
も
確
認

十
二
天
は
種
字
で
描
く

そ
れ
と
は
対
照
的
に
、

絵
師
に
画
絹
三
幅
に
彩
色
で
揺

こ
れ
は
両
密
に
お
け
る
こ
の
種
の
曼
荼
羅

や
口
伝
書
中
に

「
十
二
天
曼
荼
靴
」

台
密
で
は
製

そ
れ
ら
も
お
お
か

二
＼

し

1
ニ
ヲ
制＞

「

-

」

現
存
作

と
し
て

『
十
二

天
供
俵
軌
』

と
は

の
構
成
に
還
元
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ

の
名
称
の
問
題
は
広
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こ、。
f
し十

二
天
曼
荼
羅
に
対
す
る
ま
と
ま
っ
た
研
究
は
現
在
ま
で
ほ
と
ん

ど
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
数
少
な
い
現
存
作
例
で
あ
る
国
分
寺
本
や
『
曼

荼
羅
集
』
収
載
の
図
像
に
対
す
る
見
解
も
そ
れ
ほ
と
進
ん
で
は
い
な

い
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
考
察
の
対
象
と
な
る
作
例
が
殆
ど
皿
い
に

等
し
い
こ
と
や
、
使
用
法
や
所
依
経
典
に
関
す
る
十
二
天
曼
荼
罷
そ

の
も
の
の
曖
昧
な
性
格
に
依
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
十
二
天
曼
荼
羅
は
、
藤
原
期
以
降
の
明
王
信
仰
の
隆
盛
に
伴
う
不

動
明
王
を
中
尊
と
し
た
不
動
曼
荼
羅
の
一
形
態
と
し
て
、
ま
た
十
二

天
像
の
展
開
の
一
側
面
と
し
て
看
過
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
と
籠
者

は
考
え
る
。
今
後
は
そ
の
よ
う
な
観
点
の
も
と
、
更
に
有
機
的
に
そ

れ
ぞ
れ
を
捉
え
な
お
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
と
な
ろ
う
。

五

む

す

び

く
不
動
明
王
を
中
尊
と
し
た
曼
荼
羅
の
展
開
の
問
題
と
し
て
捉
え
直

す
必
要
が
あ
り
、
新
た
に
確
認
さ
れ
た
国
分
寺
本
と
同
系
統
の
図
像

に
つ
い
て
も
図
像
展
開
の
問
題
と
し
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
考
察
し
て
い
き

(
1
)
本
葬
と
し
て
出
す
も
の
は
、

r
伝
授
集
』
巻

i
•

安
鎖
法
（
大
正
蔵
七

八
・

ニ
三
0
a
)、

r
澤
紗
』

巻
六

・

不
動
鎖
宅
（
大
正
蔵
七
八
•
四
五
二

C
)、

r
秘
紗
3

巻
十
三

・

安
鎖
法
（
大
正
蔵
七
八

•

五
五
二

C
)、

r
白
宝

口
抄
』

巻
百
三
・
不
動
安
鎖
法
（
大
正
図
像
七

•

五
O
C
)

そ
の
他
道
場
観
と
し
て
は
、

r
湖
双
紙
』
二
籠
第
七

•

安
鎖
法
（
大
正
蔵

七
八
・
大
七
一
i
i
b
I
C
)
、
r
党
禅
ど
巻
七
九

・
不
動
広
下
（
大
正
図
俊

五

・
ニ
ニ
O
C
I
二
二

i
a
)

(
2
)

『
白
宝
口
抄
』
巻
百
三

・
不
動
安
鎮
払
（
大
正
図
像
七
・
五
O
C
)

(
3
)
大
正
蔵
七
六

•

四
七
O
c

「
私
云
。
此
供
可
有
二
意
。

i

者
受
習
真
言
印
契
i

期
念
誦
。
及
修
訛
滸

灌
頂
等
法
。
為
助
修
法
。
為
護
道
場
。
為
除
障
難
可
請
仇
之
。
其
時
儀
則

可
随
本
法
。
二
者
但
為
消
除
災
陪
増
長
福
寿
。
可
祈
供
之
。
具
請
供
儀
須

会
諸
文
。
以
足
効
験
之
扶
疏
突
」

(
4
)

『
秘
紗
問
答
』
十
五
・
十
二
天
供
法
（
大
正
蔵
七
九

・
五
六
I
J
C
)

に
は

「
澤
抄
云
。
大
法
小
壇
外
十
二
天
供
。
別
修
イ
ト
不
聞
。
及
鎮
宅
r
,t
トニ
御

御
修
法
略
；
物
供
f

ーセ
ヨ
ナ
ト
施
・
王
イ
ハ
ハ
可
行
。
此
十
二
天
供
也
云
こ

と
、
ま
た

『
白
宝
口
抄
』
巻
三
五

．
＋
i

-

天
法
上
（
大
正
図
像
七

．
i

九
九

a)
に
は

「
凡
十
二
天
法
聖
天
大
怯
時
必
加
立
此
両
壇
。
是
法
成
就
之
義
也
（
後

略
）
」
と
あ
る
。

註
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8
 

但
し

r
秘
紗
問
答
』
に
あ
る
よ
う
に
安
鎮
法
を
略
式
に
行
う
と
き
は
十
二

天
法
を
行
う
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

(

5

)

r

阿
娑
縛
抄
』
巻
二
百
二
十
ニ

・
安
鎮
法
日
記
集
（
大
正
図
像
九

・
八

七
九

b
1
九
四

i
a
)

r
門
葉
記
』
安
鎮
法
（
大
正
図
像
十
一

・
六
九
一
ー
七
四
七

a)

(
6
)

大
正
図
像
九

・
九

0
四

a
l
b

「
曼
荼
羅

中
褒
金
色
二
普
不
動
尊
一爪
次
周
匝
紺
青
色
四
不
動
八
腟
。
各
盤
石
上
輪

之
上
坐
＿
一
重
次
周
匝
八
方
天
―
――爪
稽
之

ig.-K々

中
棗
紺
青
色
四
腎
不
動
尊
云
次
院
八
方
天
尻
檜
る
大
税
師
説
。一笈・

中
蓋
金
色
四
腎
不
動
l

屯
次
青
色
四
腎
不
動
后
次
八
方
天
三原
囮
融
房
悶
」

『
阿
娑
縛
抄
」
康
平
三
年

(
1
0
六
0
)
七
月
十
六
日
、
延
久
三
年
（
一

0
七
一
）
七
月
十
九
日
、
承
保
三
年

(
1
0
七
六
）
―
ニ

月
十
三
日
、
永
保
三
年

(
1
0
八
三
）
十
二
月
十
五
日
、

嘉
保
二
年

(
1
0
九
五
）
六
月
九
日
、
康
和
二
年
（
一

―

I
 

0
)
五
月
二
四
日
、
長
治
元
年
(

I

I
 

0
四）

三
日
、

7
 

r
門
葉
記
』

康
治
二
年
（
―
-
四
三
）
三
月
十
六
日
、
建
仁
二
年
（

一

二
0
二
）
―
一
月
―
一
日
、
元
久
元
年
(
―
二

0
四
）
一

一
月
二
十
二
日
、
元
久
二
年
（
―
二

0
五
）
、
建
保
二
年

（
ニ
ニ
四
）
十
二
月
四
日

三
幅
と
す
る
も
の
は

―
二
月

「
安
鎮
法
日
記
集
」
康
平
三
年
七
月
十
六
日
、
承
保
三
年
十
二
月
十
三
日
、

康
和
二
年
五
月
二
十
四
日
、
保
元
二
年
九
月
二
十
三
日
、

承
元
三
年
七
月
二
十
九
日
、
建
保
二
年
十
二
月
四
日

r
門
業
記
』
康
治
二
年
三
月
十
六
日
、
元
久
二
年
十
一
月
二
十
二
日

尚
、
二
幅
と
す
る
も
の
は

「
安
鎮
法
日
記
集
」

.
r
門
莱
記
』
文
治
四
年
十
二
月
九
日
、
建
仁
二
年
十

一
月
十
一
日

(
9
)

「
安
鎮
法
日
記
集
」

延
久
三
年

(
i
O
七
一
）
七
月
十
九
日

「
曼
荼
羅
事

座
主
御
支
度
云
。
中
心
四
腎
不
動
。
追
l

八
方
天
天
＾
．
而
佛
師
所
岡
絵
本
支

度
相
逸
也
。
謂
八
輻
輪
上
．一
中
央
四
腎
不
動
。
次
八
輻
間
益
四
腎
不
動
，
‘
書
。

其
数
八
閤
也
。
次
八
方
天
0‘書
。
即
召
佛
師
教
禅
法
橋
桧
ル・一
之
。
申
云
゜

不
見
御
支
度
也
。
但
先
景
宇
治
殿
令
修
安
鎖
御
修
法
給
時
，
圏
様
ぶ
宜
也
ー
な

座
主
可
普
改
由
雖
被
仰
。
及
晩
年
不
能
習
改
。
初
整
懸
此
様
，
曼
荼
羅
令

勤
修
給
了
。
院
蒻
阿
閤
梨
被
召
問
之
慮
。
申
云
。
有
此
圏
様
者
。
但
阿
閤

梨
被
申
云
。
中
央
．一ハニ
腎
根
本
明
王
像
。
遥
．ーハ
四
胄
不
動
八
方
天
像
．
＂
＾

（図）
教
禅
法
橋
画
図
様
如
此
。
明
王
色
皆
冑
里
也
」

嘉
保
二
年

(
1
0
九
五
）
六
月
九
日

「
（
前
略
）
曼
荼
羅
中
心
四
腎
不
動
。
節
二
八
方
天
也
。
佛
師
丹
後
請
師

明
舜
従
御
房
賜
指
濶
奉
粗
也
。
（
後
略
）
」



147 

r
門
葉
記
』

建
仁
二
年
(
―
二

0
二
）
＋
月
十
一
日

「
次
酉
刻
許
。
佛
師
法
橋
勝
雅
。
銅
細
工
貞
仲
被
召
進
之
。
先
曼
荼
羅
井
十

六
幡
之
形
象
等
子
細
仰
含
仏
師
了
。
且
曼
荼
羅
賜
脇
様
。
其
上
重
令
仰

知
御
衣
絹
二
輪
也
。
三
重
曼
荼
羅
也
。
中
嘉
黄
色
不
動
二
＂
坐
金
盤
石
。

身
長
八
指
云
々
的
居
タ
ケ
石
寸
六
分
敗
。
火
焔
中
多
有
伽
棲
羅
形
云
．
第
二

瓜
紺
青
色
四
腎
不
動
。
八
輻
輪
如
先
。
立
背
坐
翔
心
ク
盤
石
。
第
三
狐
八

方
天
等
各
乗
獣
座
」

「
坐
立
事
ハ
如
曼
荼
羅
ノ
可
薗
也
。
而
曼
荼
羅
ハ
八
方
天
皆
坐
像
也
。
但

如
水
天
砲
背
二
起
立
不
可
悪
殿
。
初
少
11

立
俊
相
交
有
何
事
哉
思
食
之
間
。

為
任
佛
帥
計
如
常
可
圏
之
由
仰
遣
也
弓
L

(
1
0
)大
正
蔵
七
石

•

四
七

一
a

（
且
）
大
正
図
像
九

・
八
六
八

a

(
1
2
)
『
行
林
紗
』
七
五
・
十
二
天
供
法
（
大
正
蔵
七
五
•
四
七
五
b
l
C
)

(13)

但
し
、
東
密
に
お
い
て
は
十
世
紀
前
半
の
『
要
尊
道
場
観
』
以
後
、

r
秘

紗
問
答
』
な
ど
の
十
三
世
紀
以
降
の
注
書
に
至
る
ま
で
は
、
道
場
観
と
し

て
具
体
的
な
座
や
持
物
を
説
く
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。

(14)

『
秘
紗
問
答
』
巻
十
五

・
十
二
天
供
法
に
十
二
天
形
像
に
つ
い
て
の
問

い
に
対
す
る
答
え
と
し
て
次
の
よ
う
に
出
す
。

「
問
。
十
二
天
形
像
如
何
。
答
。
伊
舎
那
身
浅
青
肉
色
。
三
目
念
怒
二

牙
上
出
。
以
憫
骸
為
環
路
。
右
手
持
一
＿一
鈷
鉾
。
左
手
持
劫
波
召
俎
／
内
也
頭
冠

中
有
二
仰
目
。
乗
黄
豊
牛
。
帝
釈
身
金
色
。
右
手
持
三
古
。
左
手
陀
右
膀

窟
沿
／
富
製
左
脚
垂
下
乗
白
象
。
住
五
色
雲
中
。
火
天
身
赤
肉
色
。
四
臀
第
一

持
仙
杖
。
次
手
持
軍
持
。
左
第
一
施
皿
畏
。
次
念
珠
石
tlt
圧右
F
反
品
遍
身
有
火

炎
。
乗
半
月
或
来
／
ば
焔
魔
身
赤
黒
色
四
腎
。
右
手
持
人
頭
幡
。
左
手
仰
禅

輿
顧
印
乗
青
水
牛
羅
刹
身
赤
肉
色
。
右
手
持
剣
左
手
作
剣
印
。
乗
師
子
。

水
天
身
浅
緑
色
。
右
手
持
剣
戎
＊
左
手
執
龍
索
。
頭
冠
上
有
五
龍
。
住
水
中

乗
亀
。
風
天
身
赤
黒
色
。
著
甲
冑
。
右
手
特
執
独
古
頭
創
。
創
上
有
有
緋

闘
。
咬
子
浅
り
左
手
托
膀
¢
？
安
滉
住
雲
中
乗
壼
。
多
聞
身
金
色
政
麿
落
七
宝
荘

厳
甲
胄
。
右
手
持
宝
棒
。
左
手
持
宝
塔
。
視
之
乗
右
カ
ニ
鬼
上
。
梵
天
身

赤
拗
色
有
四
面
正
由
も
薙
政
也
四
瞥
。
右
i

手
仰
議
置
脚
上
。
次
手
持
一
古
戟
゜

左
一
手
持
賢
瓶
。
次
手
執
迪
花
。
？
―I
ぃ
5

鉢
一
盈

洲

印

t
k

／
パふ述花
c

＿了
盆
＂
な
住
石

色
雲
中
乖
三
督
。
地
天
身
肉
色
。
右
手
裳
胸
輿
顧
。
左
手
捧
盛
花
器
。
仕

里
雲
中
。
日
天
身
赤
肉
色
。
二
手
持
辿
華
序
"
f
”
f
l
り
令
と
楼
住
赤
雲
。
乗
四

或
束
／
五
昆
／
せ
後
＂
格
れ
。
廿
右
片

“
i
"
i
/

、も
＂
＇

名
付
扮

，•

I
i
g沿
中

馬
上
月
天
身
白
肉
色
。
右
手
執
月
形
左
拳
嘗
腰
成
―
V
f
各

2
I
i
色
／遅
仔
令
引
犀
翠
四
膝
玖
麿

島
，
0
1見
介
。
如
＂
百
窟

’
に
E
iは
中，
存
I
I鈷
束
七
ど
（
大
正
蔵
七
九

•

五
六
五

b
I
C
)

(15)

『図
像
集
』
（
大
正
図
像
四
・
三
五
九
C
)

「
大
自
在
天
法
則
軌
云
。
（
中
略
）
四
胄
像
。
大
虫
皮
衣
。
頭
戴
七
宝
冠
。

右
下
手
把
鉄
斧
。
右
上
手
把
歓
喜
団
盤
。
左
上
手
執
棒
。
左
下
手
執
牙
。

其
頭
如
象
頭
。
左
辺
牙
折
以
嘴
饒
。
取
歓
喜
団
勢
。
項
底
種
種
碗
路
。
著

白
繰
朝
霞
。
右
脇
上
角
粕
披
。
脚
踏
金
山
｝ぷ
こ

(16)

濱
田
隆
「
十
二
天
画
像
の
研
究
（
四
）
」
（
『
佛
教
藝
術
』
七
一
―
-
）
昭

和
四
四
年
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図版
i、典

3 拠

図
2 

筆
者
撮
影

『
大
正
新
情
大
蔵
経
』
図
像
第
四
巻

『
大
正
新
情
大
蔵
経
』
図
像
第
三
巻

『
大
正
新
情
大
蔵
経
』
第
七
十
八
巻

2

5

6

 

図
7
1
H

〈
ハ
付
記
〉

本
稿
は
平
成
七
年
九
月
三
十
日
、
学
習
院
大
学
に
於
い
て
行
わ
れ
た
美
術
史

学
会
東
支
部
例
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
「
国
分
寺
本
十
二
天
国
宝
茶
維
に
つ
い

て
」
を
恭
と
し
、
発
表
で
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
資
料
的
な
部
分
を
中
心
に
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。
執
筆
に
際
し
て
は
真
保
亨
先
生
、
柳
沢
孝
先
生
を
始
め

多
く
の
方
々
の
ご
教
示
と
ご
助
言
を
賜
り
、
ま
た
国
分
寺
本
の
調
査
に
際
し
て

は
、
国
分
寺
住
持
の
石
田
陽
俊
氏
か
ら
格
別
な
る
ご
高
配
を
賜
わ
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
記
し
て
深
く
謝
意
を
表
し
ま
す
。

(
お
き
ま
つ

け
ん
じ
ろ
う
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図2 十二天受茶緩図

( r受 ffi~祭主主のうち)

図4 図 l 部分 (j~ 天)

図] 十二ヲミ受茶緩図

絹本若色縦174.2 横134.2

十三世紀前半下関国分寺

図3 図i部分 (日天)
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表2

ノ占、 五 四 一 一 議日IJ 

左水天地天の仁 釈左焚帝天の天に 威徳北賀大i薄三憧東商l大肉院悶院四S仁g 

c 
天日 焚天b 

a -

占天自 覚天企
主北自 党主南 天占j目k覚主j天と 地天占jと党天主1と

天回

百地支i|t党天束j|t期四天内院四i こ

地天 党天 構院成

党地

要月天がの事地天が天 月天カ水天のf天着釈天が日
L月地占

十村西 天

月天間地天
南月天占 地天占南 天占 占天

日

月天占南 天占南臼

月

右月天iこ右i天日ご 高夜亙北西i Z 利西南i 上下 下の上
上下 の 配の置

下上

紗E四家覚紗h禅 四家紗思 受E 集 J苦園本基 問抄白 事筒 エ節二口 場要尊造娘
宝自 秒』玄梅

行事紗』本諸要抄』eg要場穆選続

配位図

鎖法安 抄口 図 等(図象

京主方)東Z位 面5 
〈車方上位 〈供十二天ー

図
説槍伽護摩執 笈位方上

不喜軌 二 11 と担菌8ー
所在の

14 (1図0-t円) 宣

図 図
東方上位

6 図13 10 

東方上位

C 

図12 
室西〈旦圏 菌7 

抄口 ) 

図6 不動委:茅il*.(f四家紗図像」 のうち) 図5 十二天安:茶霧(r凶家紗図像」のうち)
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図9 沢紗巻7.天等・十二天

図JJ 玄秘紗巻4・第五世天頃

図14 秘紗巻13安鎖法

図8 諸森要抄巻13十二天頚次第

 
図7 別行巻6十二天供略作法

 
図10 師口巻，l十二天供次第 （但し、a.b.cは籠者）

図13 叩1相料・簡神供図様行法不可事 図12 秘紗巻17十二天供頚次第
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